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1. XSS脆弱性診断のステータス確認 

XSS脆弱性診断のステータスはセキュリティ・レポートタブのセキュリティ・スキャンから確認できます。 

 

➢ XSS脆弱性診断が実施される前、または実施された後であるか 

➢ 診断を合格したかどうか 

➢ XSS脆弱性診断の最終診断日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. XSS脆弱性診断の診断結果 

2.1 診断結果の閲覧 

STEP1 セキュリティ・レポートのセキュリティ・スキャン詳細を開き、脆弱性スキャンの[詳細の表示]をクリックします。 

 



 

３ 

STEP2 XSSタブをクリックするとXSSスキャンの結果が確認できます。  

  

日付 最新のスキャン日付が表示されます。 

ステータス 現在のスキャンステータスを示します：「OK」または「失敗」 

スキャンされたXSSページ XSS 脆弱性がスキャンされた Web ページの数。 

XSS の問題が見つかりました 検出された XSS 脆弱性の数。 

  



 

４ 

XSS脆弱性が検知された診断結果の事例です。脆弱性のあるURLとパラメータがそれぞれ表示されます。 
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2.2 診断結果のエクスポート 

診断結果をエクスポートするには、スキャン結果の[CSVエクスポート]ボタンをクリックします。これにより、CSV形式のファ

イルとしてエクスポートできます。 

 

 

3. 診断結果の通知 

XSS脆弱性を検知した場合、お客さま宛てにメールで通知します。また、脆弱性が見つからなかった場合も、コントロールパネ

ル上のメッセージに通知します。 

 

 

4. 診断結果が不合格になる要因 

XSS脆弱性診断の結果、診断対象のドメイン配下にXSS脆弱性が検知されると不合格になります。 

 

5. XSS脆弱性診断が保留中または未設定と表示される要因 

XSS脆弱性診断が保留中、または診断未設定と表示される主な要因は、以下のとおりです。 

1. XSS脆弱性診断を実施する設定を行っていない（エントリープランのみ） 

2. XSS脆弱性診断の初回診断が行われるのを待っている状態である 

3. その他、XSS脆弱性診断が開始されない問題が生じている 
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